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 最近では、台風による暴風警報、大雨による避難指示、今回の津波注意報など、命に直結する情

報を配信することはありましたが、結果的に大きな被害がなく過ぎ去っています。しかし、これを

教訓に考えていただきたいと思います。 

 

少年は本当に遠くのオオカミを発見していたのかも？ 

「少年」を「ウソつきだ！」という結論にせず、「村人 

たち」が「ダマされた」という感覚を捨て、命を 

守るための行動を最優先し、誤報ではなく予報と 

して考えることが非常に大切ではないでしょうか。 
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オオカミ少年 のような おはなし 

何度も鳴り、うるさくて寝られない」「夜中にうるさい！」など様々な声をいただきました。 

豊橋でも実際に津波を観測しましたが、直接的な被害はありませんでした。 

令和４年１月 16 日未明。多く

の皆さんがビックリして、慌て

たことと思います。気象庁より

発表された津波注意報で豊橋市

にも災害対策本部が設置されま

した。地震が起きてもいないの

に津波？外国からの津波？「私

の生活に影響あるの？」「自分に

は関係ない」「スマートフォンが 

頻発する 避難情報や警報 

小中学校 

市民館 

避難は 
空振りＯＫ 

見逃し厳禁 
の考え方 

本当に「オオカミ少年効果」と呼ばれます 

 イソップ童話の「オオカミ少年」のお話はご存じでしょうか。少年は村人たちに「オオカミが来たぞー」と

ウソの情報を叫びます。もちろんオオカミは来ませんでした。翌日も、その翌日も少年は同じ事をしま

したが、村人たちは少年をもう信じることはなくなりました。ある日少年は本当にオオカミの群れが来

ているのを見つけ、「オオカミの群れが来たぞー！」と知らせますが、誰も実際に逃げることはなく、少

年を信じることはありませんでした。そのために村はオオカミにより大きな被害を受けてしまいました。 



               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

                   新しい取組や、 

                おもしろい取組 

  防災会ニュースで紹介させてください。 

豊橋市役所 防災危機管理課 TEL 5１-3126 

豊橋市防災キャラクター 

「ボウサイマンＺ」 

応援よろしくお願いします！ 

防 
災 会 

情報募集 
新しい活動を紹介します 

令和３年度 

  

ぜひ 

 羽根井小学校では、５年生の総合授業で防災

について学習しています。令和３年度は５月に

地震の時の飲料水や避難所の体験などを行い、

９月に防災講話と地震体験車での震度７を体験

して、班ごとに防災について話し合い、個々に

調べ学習を行ってきました。 

 

 豊橋市では全ての公立小中学校が避難所となっています。他に

も市民館や公共施設が避難所となりますが、大規模災害時には学

校施設が避難の最前線となることが予想されます。 

５年１組 

これまでは、町自治会や校区自治会が行う地域の防災訓練

や、学校のみの防災訓練は多く見受けられました。しかし、

実際の災害では、小中学生が校舎からの避難を実施し、それ

と同時に避難所が開設されていく。また、同時進行で地域の

住民が避難所に集まって来るなか、自宅が倒壊してしまって

いる小中学生はそのまま避難所にとどまったり、子どもを引

き取りに来られない保護者がいたりすることが発生してく

ることが予想されます。 

このような様々なケースを想定して学校と地域が一体とな

る防災訓練が今後は必要であると考えております。 

また、実際の大規模災害下では校区をまたいだ協力体制や、

避難所スペースを共有すること、引き取り保護者の代理を認める

ことなど検討するべきことはたくさんあると思います。 

ひとりひとりが防災につい

ての調べを行い、難しい内容が多い事柄も、全員

が発表するところまで行えました。「自分の命は

自分で守る」という一番の目的を達成するため

に、これからも学習は続けてほしいです。 

地域が一体となり 

羽根井小学校 防災授業で学んだこと 

担任のコメント 

合同防災訓練を検討ください

自治会 と 小中学校 との

防災に取り組む 

新モデル 


